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で且つ他の勝 ・中性子馴 賜 暴.を含霍ないものを逡




















る・.11・0の喪 りに 卑0卿%),Hooc℃0り 旺(飽.
.和液)..を.用ひて測定し.た.る.1:こ,1%φ水索濃度.の減少
'・妙o耀 の・唯 融 卿 濘 殖 あつたので・との.






うて,耡 んけ 砒 氣の融 隔 蝕 酔 ・。薯
・・贓 困(Io_1
.1)で與嚇 ・・.硼素・斷脚 ・
上』して5Φ0内70DX10一即cm皇が 奥へ られ て るう が,δB
=600×10一知Cm2と した ・.一
か く.して得 られヅた結 果 は彡ヒ表 の如 くで あ 乙,二一





11Na N置F 105 α990〈0・5
16P. H髭PO」 43,51..0401.0
.17¢1. 1{α 145 .1.3227
19.1(.KF s2 LO673.2
.23、V VOSO4 190 1.0616.8
25Mn MnSO4. 16! 1.0999.4
27Cb 孀0臺 470 .Li233
33「A5 A・・o・ 75 1,1476轟
34Se 質傘03 75. L%111.5
35:Br NaBr 104 n167
4S.Cd㏄(NO3)露10,000 1.49.2900




80・霍 子 衝 整 に よ る 水 辰 び7冫 畢 昌.ヤの
霓 離 竝 び に 分斛
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げ る強1さ .タト蔑 電 壓 可 能 週 程1尠 計算伍 .過 剰 ヱ 皐ル ギ ー
HLO←
曹
ibo 713.0虚0.2 H』0一,}L{》寺・ ・... 1(1ち0)冨13.(隠V...















































研 ζオし畩 蝉 二醐 程蹤 榊 の酵 へ弊 る・1
極 少 計 蠶 便 と.の差5、0.V.は車性7k葉凍 予 の邂 勤 の ニ
ネル ギ ー と して 考 へ らξしる・
跳.は5.6士0.5Vに現 糾711Vで植 大 に な り,も う
一 っ の緯 大3.ずっ と 弱 い=がr8◎9Vに生 ず る1ρ 露ier
に よれ ば 最 御 め.趣火 は.L5V.の邂 螢 の ヱ ネル ギ ー を
痔 ち,.第二吟 舜 大 は3;2Vの 蓮 動 ⑳ エ ネ ル ギ ー を持
つ,従 つ て 膳 二趣 大 は 旺20・ゆ0+π 垂1セ の経 過 に




0一 ぽ そ の電 離 效 串 曲隷 に7.5士q.3V以上 に於 て






















7S 15.7土0.1 M1轟一NH9++旺 :〔N旺2)十3.8eV?11(N矼2)冨】L9(～.遷







































ド吋 麟7土 α1ご吋 こ見甲.さ.1・る 鵡 一N}匸・+.'
ir.の迯 卑 の 呂.ネル ギ ーは六 愚3・8vで φ.るか ら!5・7
≠O,1-3.8雷11.恥ohが.1(N段)解)竃壓 と考 へ られ る・
lMFは19。4±0.5V及び 暈3.7圭0.5Vにイ オ ン能 寧
.
曲繊 の履 曲 が 見 腱 れ・蚤.N叫 噂NI{+1.』の 出 ネ.ル








・No .6 .抄 ? 279.
竜
tJ・
.N+はLi4・9=と0・5Vに溝 オしi表 の愚 建 も可能 で あ ゐ
嚠 が 不純 物 と して の .N雪の分 解 して電 離 してN+を 生
ず る迯 程 ば24.3Vであ 乙ので これ が混 つ て ゐ ゐ.と皿
`■れ'る`Naトの$二:の現オし陶ヒ勵 起'こ.よ己も.のと.巴1雲.
葬 る・,
NH.1+孛.は42十〇.3Vであ ら喜割 しるか ら 置(NHs'>t(
A(NH3一+)L-1(NH誰≦31.6V.NH⊆一 は6.0出0ゐVで
.現れ る
,ζ オレは竃 子 の 共 鳴獲 得 に よ る も㊨ と.考へ ら
オしるN}!ゴ っM1ゼ十H⑳ 遒 程'こは遇 剰 ニ ネ.ルギ ー.
(2V担度)及 び 徽子 汎 和 ノ,..(2又は3V程 震)を 田 ナ こ
とポ 搬 想 せ られ,黄Ht一 が殿 趨 歌 襲 に於 て作 らオし,





.つた.存 在 す る と すtLttOrbO5よロ少 と 考 へ .らオ.しる ・
-, 一 ・(石 川)
...馳.「～
81.繕 鰍 の電 掴 傳 導
A・冒Oi'HiP陟し/伽 岬 解8・ 騨 ～10(;齣 ・
絶 繰雑 は 冦 氣 の不 導鰍 で あ る と 雪 ふ 考 へ 方 は既1ピ
旗 棄 せ ざる..を得 な くな つ た・ 邸 ち 是 等 の 物 質 に も傑
件 に依 つ.ては電 無 簿 導 度 を卑 ぜ しむ 雨 事が 田 來 ゐか
らで あ る・ そ こで 最 近 の物 艱 畢 で は 精 局 絶像 難 とは
㌔on・II16ta1"であ.ると定義 ナ る.併L我 々 【ま更 に趣.
ん で 繕像 懺 に於 け る可 動 な.d怛㎎e.carriorを生ヂ 番
過 程 や其 蓮 動 齟 睦 詳 細 に知.りた・・と努 ガ して ゐ る.
舳 導 短 に12才一 ム の法 期 が 遘 用 され 乙・ この法.
'則 は ch"τgec罰rrierの舗昏度 定1膠」と.其尊2{電場 内 で .
卒 均 連度7胃 畷6.'m・blli巳了)で迎揃 ナ る事 を假 定L









ある.アル.カリハライ防 嫡n・ 睡騰tdあ 時は金
屬の場合 と桑 く事情を異PFする・舉剰電子が布れば,
其濃慶は.ごく備でポルツ..マ..ンの続計に從ひ7.夷の述







電子の遠匪と共た澱ず,そ こで この確率函数が 臨界






電 子 の 捕 獲 に 闘 して は 色 々の 論 議 が み る猷 農 瀬
BoeT;Mottmedelと著 者 に依 う もの とt{あe';:.det　 げ
llcertlt`湖は 冠 子 は 負 イ 才 ンを朱 つ た絳 子鮎 に捕 臻 .・1.
さ.融・.6と假 定 しi:・箸者 にlk8SteYlrぐは1翠a(コ格 子 ・..1
中opmaqnt子の 捕 獲 ρ例 娵 れぱ ・ 而eV・め遐 軸
*ル ギ ーで 寵 子 が 動 くと.a=r:;β・1(戸⑳ ・.の波 を舞
ひ,こOttimOOの格 子 イ オ ン を含 む畿 積 瀞 あ空nd
に空 岡 電 荷 の 虹1く襖 つ て 作用 す.る・ こ`11歪は 弱 い オ{「
'遼 荊 匪雲で逹 .し得 る・ イオ ンは597・101ヲs鯰(殘存綴
の振 勲 敏)以上 の擬 動 教 で こ桝 に塵 ず る卑・ち ・遼方 の
、
イ 才.ンは格 子 巾 を.1,9・IQ'7・mt・'egの遠鹿 で 邁t薩 子
ヲ
鷹 つて鵬 醐 縫 蜘 るに粉 の麟 廼`ある・ 写
斯.く.してm子 喇 隊 小さなP・`en電;・1""Pが麟 .1〈
姶あるみそLて電子ば.格子擬動に 其の,鷁.ネ彪ギLを
.獄て膿 蹄 ちて翆る・併し櫛 唖 め醜 子鯛
ロ し 　　 　
リに生 じた ク ー 囗 ム場 は電 子 ㊧ 全 邏鋤 ヱ ネ.ルギ ー 牽








コーUp(分繰 ヱ ネ ルギ ー)重183kξaip77koa1を費 す・
(2).続晶 力bら電 子 を取 りH麺S・t;lt仕尋;函敏==…1.1.5` .し
kcul.を翼 ナ ・
.(;1).璋子 とイtン を 縞 合 させ る'eI=.118kca1を得
る..
(4}..♪紅 原 子 をhrp16...に返 ナ と37kca1.程度 の ヱ ネ ル
ギ ー2を 得 る・.
(5>.軍子 瞬 吸 鞭 鱒 帶 に 移 ナ に竰 な1・Ulは下




.冨一 ..・'幽 ・.」 」P.







箪は舞 しい賞職 明 媛 ナう・.・





へ る鰍 であ臥 罅 嘛 果 σ・と勧.との比`蝦
差1承眼内で:1.塁であ り,.沿子が格予歪によりで擁養
され う とナ'ると,Fmnk一(bndonの距理 に よ りこの
亀 や う聡 塊 に なつ て.もよい・'樹次
ρ 如 きho裏藍..cor血c量lvilyも考 へ ね.ばな らぬ,
即 ち一一個 の 電子 オξ.ハロゲ ン イオ.ン.か.ら慱 測 停に移 つ
た.とせ1る そ柑 冀」湛 の 如 く捕 渡 間4殉 距 師 「セ 遇
潟 電 子 が 動 く.事を示 ナ・ これ は.践測 者 にぱN訊 廉 三f　
し が 陽 雑 へ.向つ て.動.くと見 え る.《 ロゲ ン イオ ンの電
子 遒 央 がho恥.を 表 は ナ と.ぜぱ,.こオしはC1肪 ζ≒Fの
陰 縫 へ あ移 動 と.な6・併.しそ オしに 隣 か ら 隣 へ と電 子
を交拠 ナ.爺礁 に.よつ て 原子 間 隔 φ 稈 度 の 画 で 行 は
れ 得 る:φで あ る・か.・L6形式 のholeoondno【i近す も
.父・腱?如 獣 で 表 は.さ.嫡 ・
,か ℃ レて 我 々は.ζの橇 な電 氣 醇 導 度.を瑚 ・卿,σ




、wmh衡nJl`識 ぜ て あ 乙Puhcpn-MaTgules'h'R式
..{D-M式)∫や 晒 μh.の瀬1亅(R則}の 導 き方 は問m
　 し
..ひ や 不 重確 なの が 多い ・.との贊 叢 で 擬 とナ る式 は
一鬯 ・0融 鵬・buhemの式 一&肖噴 ・P…炉 一 .肋吻`畧0で あ
ア ぱ.
る・』憾 意の威頒 勗 威・る獅 繍 胡の湘 桝
衡κある一つの解を考へう・ こ.の系に理想氣腫り法
.壌
繊 窯?;壁 唄f,.氣刪 吻 各成分φ化墨紛.ン
シヤル1よ,・据 職 分の分護.E次.の式で 關係付けらib
・Vや ・輪 絵)〆2是 系癬 衡・あ・.・せぱ
、 司 成 分 嬾 ギ テ..ン.Sヤ彩 は 二相 共 等 しし・i・ら 瀚1
;.':'に 封 して次 式 が 成 立す.・
.〃」.b;dP■.q,Rza'κdlogPt=0(1)
・.`. ....'/.、 ξ7饗 醜 で .割つ て「:Σπ`dthgP`=O自[ちD-M..式を得
　 ロ ざ 　.る.,ζ.あ式の最も:簡單な繍 お.!㌃一va.(Rは或分
盲の純醐 嘛 嬲)でfP.り,R剣を興、るぺ丶1,
Vo1..XIV
今 ∫個 の 咸分 か らなる 系 を.堰る と.犀興 の4耀 η
.鮒 に 》 つ の 關 際 をi!拓 が ・部 無 祀 さオ・るの は.
4P=0な る燦 件 が 舍 まオしてゐ5事 で あ 各・網1律か ら
考 へ る と ポ成 分2枷 でT,Pぷ 定 ま.オしほ ご一 黛の 自lll
度 があ6可`に な る.よ:.くD-M.式の應 用 され..る二 戒.
分 系`こ璧窪して`1.自匪匹彦ε`ま0とな り,蒸 氣 歴1血垂渠重こ4峨
大 権 小 の 賜 ξδ特 殊 な場 合 を除 きて の.式μ無 意 味 と
な る。そ こ「鬢もつ と唄艇 的 な式 を割}.るたは.〆P=0を
・除 い て(り式 の代"に47』0,.四 アー盆7智ゆ 晒
`




_二 』 萌 一 Σ踊4㎏ 乃=o,働
画～7`重 〆
を得る・このべは特別の船 ξ.して 耳}一M式を含む
一艘的な形 でφる・君ε9昌凸。寓… ・唱 ノ¥な る特別
の場含を除き.,R瑚を.表はナ式自k(2).を滿足L.ない.
力學的な方法で溶液の署成分の蒸氣分廢を定める







♪ 、る峰件では.R期1‡→ 量的な1セ讐》㌔9…≠理 牽α
し縄 創 ・械 立 碍 碍 になる・ 帆 ・.始めり場
合(P≧∫A乃)の 凸 と後の場合(μ三21γ+A}の
1.`
ノ噴 ノ㌦ と同一 成 分 に ヨ辱す .ゐ)と.を夙 別 ぜね ば な らぬ.
専 ち ぴ+1}成 分 系 中 の凝 胡 ≧な り得 騨 成 分 に對L
て のR則 は
!もノ=詈ノv匕P野(壽)と .な.る.
認 ・ 尸 ・剏 黝 ‡(∂娘 ノγノγ)恥.咳 一.πデξ輿へられ各から,.ηは墜力に無關保(普 通鱶
力の横かの蟹鮪ヒに錫 しては正需..と見納しさる).と懐宛
・て勧 吻 所 忽告 玖 姻 吻 掣

























で あ る.上 弐 はv。hL。 。,'.縄∴ たP、=N、Pi・一π
(ψ虚ロー ψ`).・
とを.く.阿じ もの で.あるが,こ の 形 ヤ1は(2).式
との 齲係 が 膨」かで ない ・ ④.式 は 蒸 氣 厭 が緯 べ で螂
しか らざ 乙混合 液娘 に 於 け る.蒸氣分 壓 と濃 度 と.の㎜
係 を示ナ 最 も簡 軍 な法 則 を表 に して ゐ る・V《■凸 一'
弗'}項 ほ大抵 非常 に 小 さいで あ ら う$ら,(4)式 か
らPt算してaSlttak分隴 と.:R・"ltの法ngfi・ら得 た,
もの.と;は一 艇 に殆 ん ど艦 しい だ ら う・(腱 代)
S3L水 銀 の 光増 感作 用 に よ る エ.タ冫の分 嗣
.E.W,R:Sk蝕cie茂R.L.Cunningltam.
ノ:{/'hgtn.Ph-1's・・8・800刈(】940)・'
.水銀 蒸氣 を湿 合 した ヱ タ ンに水 銀 ラ ンプ を用 ひ え
2537を颶 射 して 流 動 法 に よ り丁反 纏 さ.すそ の反 應 生
成 物.を豊 つ の ト.ラ.ワプ に插 集 ナ る.第 一 の トラヅ プ
は 充填 せ ぬ もρで.エタ ン及 び 高 級 な 生 戒鞠 を捕 集.し,
第 二 は シ リカ ゲ ルを 塀 め て略 々 メタ ンの 奈 部 及び 水
羝 の一 部 を吸 澄 ナ.6.第 三 の.トラ ップ は活 性 炭 を 用
ず
ひて殘 ηの水素及季 メタンの殿玳を.吸着ナる.生 戒
.物は㎡ ド尽ヱレニヤクの蒸溜裝趾を用ひて分析する.




































エ〃 ンの薩 量 毎 秒 僻 了¢・.(標準 封是愈1こて)
ホ 鑼 臨 め 壓 丿」1・諏1{卜3・皿 ・



























































84.恥0とH=φ 光 化 學 反 魑
1.W.加 恥r及W.A.Noye明Lノ.ズ 〃.
6㎞.5わピ㌧6琴,1975宀ノS1(1940}凾
珂20は1900}200〔滅 で 分 解 し,.次の 如1く二康 の.




(1り.な1しばNII艶 を生 ず べ きで ある ・
.牽源 に:tt'A且書區のゴ毀電 を便 用.し,f6了dゴ1.is61巳tihn・耄葦
で 分離 し.た,緒果 を.示ナ.とジ.宜20戎NHs.の病 者 が
生 威 十 るが,NH3の 生 處 はH≡0に 比 しτ少 い・;













































物 理 化 学 の進 歩Vol.14nNo.6(1940)
.282 ,抄 録 VoLXIV
ず るr(勢H2..を加 へゐ とNOの 帶 が 弱.くな り,具
つ.聯「充簪 く.壇賠 岬 月均ば・即 ρ肇が.
無 くジN耳 亭.6ウ朝「が現 ぽ オL・る1(3)之 に 聾oを 跏?
.馬と .NH3り帶 が 泄え、.る・,(4)N旺:…を加5て も自 身




































瓦(X峰nl弘 取 甑蜘 ・ r〕で,收 選 即qo。q臆2q。
oC
,ll3000C712ρ.であ るピ澄 慶.と牧 斌 と.の鷹Pζは直
毋 訥も關 係 は.霧め ら毒しな.い・.
鋤nd町 噂 。tir・.嚇電 め多 くの場 合 が鰓 し.
う.るので,反 慮 桑 體 の 機 構 に就 い 畑 ま.確定 的 な こ と




廉 に於て紬 ρ軅.ξ 云夢.に留ら慌 鞘 在工描
ギ喧を相需望定な形で保有す る殊麟に屬:すうものと.
考へ:られ.乾〔D血"d!踊訊.晦 ㌧…25,345=(1937)〕,こ






禰 綜堺 郵 φの躯 見祥 呪..,
ζ.橄,.細い・Pζ1恥線(⑳oσ5inゆ翠ぴ石英で鹸.












































次にその聴 管内部に燐ける1瞳 分布であ赫 ・
直徑18加 の球形睿器を.用.ひ,〔10%CO十7%馬十
蠏 空氣).な・繊 め鵜 を帳 恥 も韓火:さ.せた
後の温戯 前邇二種類φ細線で渕定して見雌,第2
圃の檬な結果を得た,即ち石英被覆線に依う方は位
置に依碓 化擬 んなr堪しく.な・}力裸 線の方でば・
磁 藁.しい・.而.』て蜘唯 意す訂きは・離 容器.
の外壁に近づ(に從つて,隅者:の差異が.乗第に減少.
して季線 であひ ご峨 勲 瑚 す.る働 ・譲 歌
解離現象は發火點附近で 最.も強.く後は減少†うと假
定せればなら‡ま.叱隔:これは,.火焔の先端直後部分り
灘 跡 騨 づ 發畑 から雌偏'r従て砂 する
と云ふ前報の績果.と一致すζもの:姉 る.・(後駒
.86・OH:及び 興 鯉 の 自由 基 の相 亙 作 用
玉W6i鯔,み 瓶 拓 祕5b4pさ6,866:卵72(1940).














な る式 にで 示 ナ様 に反 雌 す.る・此.の場 含thir`1:1も04y
(M)麟 液 鷹 た於 て 購 に 反 廱 系 の 斌 に 儲 ナ
るが瓦 斯 反 應 であ る と(1)の反 應 は 容 易に は 起 らな ・.
い ので あ つて 或 る場 合 に は 自 由墓 の一 右 の電 子或 は




の 如 .くな る1實 際 肖 由基 で 強.い双雑 子 能 寧 を持 つ た・
もの は(1)の反 慮 よ り もむ しム(2a)(2b}.の反黶 が 趨.
る職 聰 め ら曜淀 ゐ る..之にltして ・m・PO】・・url
由 堰例 へ ばClls,儀115婚であ る と 其 搾 の..匹韓 合 は
・.・般 にσ)の 期 く三 怠街 突 に よつ て 起"
2α㌔+(M)置【㍉1匸t)+(M)(:1);
の 如』くな ρ てゐ る・,
双雑 子 白.llt裁が 削接 近 チ る場 合 に は 全微 とL.て最
も価 い 位 置 ヱ ネル ギ ー を とる と考 へ らオLるか..ら.下圃.
に 宗 ナ(1,)の位 訟 よ りも(a)の方が む しろ安 定で あ.
る と考 へ られ る・
8eo・ 慧 劇 ・・
倒Oi◎ 一 、
購 子 舳 基 に 肌 マ 婦 し不 曜 化 嘩 叫 距
巳ion)が可「能 で あ.るな ら躍1馴宥合 よ りも.むLろ容 易 に
趨 リ.得る一さあ ら う 事 は想 像 に 餓 くな い.若L水 紊 原
'
子或 は 電 子 の み が 一方 の 肖 由軈 に移 つ て 二 つ の 飽 和
され た分 子 をつ く る場 合 に は.活倖 化 邑 事ルギ ≒.ば小;
で あ る.
」灘 の考 察 とよ く一 致 して ゐ るtOltBo・hq・fferPt
びPea勝on.の饑 でOII基 の瓦 嬲1反鱶 と して1'
'
20H=II!O十〇.'(4)
が最 耀 恥 る事 を指 摘 して ゐ る・ 瞭rこIMIa・.1な:.
SII藷も亦(5)式
'2SIτ=冒1{をS十S・(ら 」
の 蝋 な る・Hso塾.基は ・ulPhit・.atrtの戯 化 で 出來
るが 之 は 餌 り不 同側 陸 起 して
211SOs==H』SOs十SOs .(6).
の女卩くな り.,.dithioni6『ctdHiSe{)fiは飼匿少 漏t.しnr巨H/









hγar皿6聖箆睦 蹟o.あ光 分舳 ご其 の讐 湾が 相瀞1ら か













の 如 くtzbi衂eneを 生 ず る と考 へ ら オしうt
OH基 の捌互作轡の償簡 よ準費的tt色々 .な网題を
含んでゐろ錫に鞭 陥 圃 須 磯 表さ.底ゐるオ{・.
R,・縛 !川・h及びWahl・及びo坤 雌9は 永蒸氣敢

















敵 騨 ④7弐φ反慮に2bo原 子を蚣 ナる.;
B卿 睡 吸 び.P蜘 岨 此醐 合瑚 反断 して
馬o・ のblFtny`asett肌てゐ跡 ・醸 翻.qt・apで垤o・tiC'usasiSUtlr'ttULぱ次の颶:を
考に入れ冷 くては.ならない。
0十qI{+(M)rI{qg十(M)+55kc旦1(i2)
.斗～O十 α』 叫0=÷1購cal(:挈 り
ぺぴ 耳÷儀+(珂)司【O;十(M)(13》..i
ご示され δ反磨の内.(1雪》,.(13)は不均一系皮慮で器






























































































が約10K岨 であ砂 ら醐 例一1τ司 釦。o.附近に

























捗 鱗.加 一般孵!竪 よ.く承 ナ6∵
此ρ皰 り賄 め考察鯲 て腰 な事は優ぎ駅 於













.燕と水 索 分 子 の反 感 ,.基の 再紬 合 ば 除外 きれ る・
・ 高温 に於 て は 上 の外,二次 の 如1き反 啣 珂 龍 で あ.る・






な激 の軅 と蕗 と.藤分子との聴 醗 へ撫




見掛 上 の 活性イ匕呂.ネル ギ ー`tiageetこよつ;匸典9,
睾5。・一250"c...に淤 て7.9.一一le.tk・alに變 化 すe・ 陀 ㊧
.瀧 化 エ ネル.ギノ`櫛_嫡 勘 もの と考 怖 挿
..が,そ吟競 化 ほ恐 ら.く胤 子歌 水 素 の 濃 度 の 不IE理1さ
.に蜘 らオ・る」 縮 局 活性 化 エ ネ ・レギ ーの 慨 して ρ
土.1.rjkc=leさ.aLるが,プu・eyに 對 して得 らatn
:偵10±L}kcalに比 して 少 し小 さい ・街 突 牧htはブ タ
ンの方 ポ プ ロ.パンよ..り.も大 で あ る力沸,上 ぞ)活性 化
.並ネ ルギ ーの差 は 意 味 慣冐tであ る・(畏 谷 川)
.s・・ 鱒 孕モρ瀲(q・9・・idation〕
直一.Mi,・k及R..$lml・a」籍 郷.昂 曜 嶇 ・
56,6!1～S(正940)・'
艮 い矧 紛 子 の磁 .(degradati・n)のflymlireel.
の方頁から考察 されてゐるが 此の中に結計的方法が
ある..Kuhn,Flory電輻ま鼓初の分子の畏さ1‡無限で
あ り,すダ の齢F鈩 卜一の騨 砌 廝ナ耻 齪.
:して繭 魄 中に於げる種々.の長 きの 分子の分醗
輿へる式鱒 き,出來るだけ均一拷 唖4喝 雌
峨 躯 伽 触 蘇 と職 し爲 然.し.乍ら鱗 め
:式に最卸の分子の長きが無限大 とlt考へら脅・r・文




此の分子・ゆ φ伽 喧.の 薮は'・や とL・.嚀の屮
ナ の轄合が 切篇 さ亀 ると湘 しば峠域度("鄭 ¢e所
.㊧gmdafion)帥ちi箇の納合が開く.確串 α..は
　ド 　 コ
,.4自 下 ・ 零




















事拷 一で見る,.あ6筋 で 咽 の融 が切才・.躍
率は ・であるが,その乗の紬合が切オげ に殘 る.卿
はi箒三{で'更偉 ≒に縦 く裁合力監切れずに窺る確率は.
誌 縞饌蹴箪1認奪.
結蹴 髄 ・だけ宥する3刊 ・に含ま樋m而meボ
の緯敦2(5,病厂)は




酸及び敵 の漉合牾に溶Lて 徐々に贓 せしめ.る・
一宛時商の後瀞潅の一郊を取串.して 反雇 を中止 し,
分溜によ..卜】その成分を定搬するので ある・之によつ.
て寅驗的に分融 線が{蕃.らオしる茄 一方 ・を邁僻に
選んで種々の3に 對する.Zを計算すれば・分配の児





89L.長鎖 分 子 の 鯛 重 台 の 理 論
E,W.1!ontroll及ll・Simli4ノ:【1・em;
PIO,s」,8,721～6(19.40);.
翅縞 飴 顛 の生畝 ぴ分解の研知`盛になつし
て來 て 多.く.の礫 継 發 表 さ才・た…カ㍉ 本 論 丈 は 此 め問:
題 を統 計的 に 取扱 つ た.もので,之 査こは…憂の 如 き蝦 走
の 下 に行 は 葬 海7.'
(D最 初 の分 子 は ナ ベ て同 一 ρ 分 子 拭 を有r鈩.(L')
.鞘合 ρ反晦 性1‡そ れ の 分 子 中 の位 趾 及 び.その 分子 の
.領の長 さ.に無 闘 係 で あ.る・(3)準 合 鞠 中 に あ.きす べ
て の 分子 は.囀 に尉 して 同 一 の 職 酸 有 す る・
最 初1).分子 中 の.鯖合 の鼓 を メ(mon6「nerの數 は?
.十1)ξナ る.と,.總敏 が.埋 分 子 な る 系 に於 て,塞 箘g
分 芋 につ.き'苹均 ρbの結 合 が 切斷 す う.ときt・m。r.に..
資 ま.O,るmo・mericelernent'のt・talfra。tibnRiは
姻 蝿 講 一1・〔・+・一砌 で1)
も.
α は 本 均 の 解竄 合 度 で履 昌 ψ で あ る・此 の 系 に於.'





尠 子獺 の分子麗 雄 邦 焔 耐 昨で呼
の物質の不均一性を見琳す葦撫ま不可能であつてフそ
の鞠 慨 奥褐 酵 莇 ひ・.灘・よ吩 そ辮






なる鞠 働 ・粥 オゆ ・雌 畑 畠 ま茄 だ腑 在
ヨ
す る'竣 る分 子 の 分 子 堆でtP季・Il「oを.mqnb皿。rの





げ カξ小 さい と き.・
舞 一1+'(1一・}{1一α攣夛')+・・〔@)蟹〕}㈹.
'
うく 偽:'が3髭常"tこ大 な る ときは
絵 一・謬 一囃 霧)一1、 両/.一
若 .し沸4♂∫1ろタLはnl.illio及びP'がわ かオし1"(4).ピ
(5)よ.り解重 分 度aが わか り,吏 に之 を(i),(2),(3)
に入 オして 分 子 の大 き きめ 分 配 のll;j題を知 る.事が 隅李
る.迚 に 切 斷 され る勧 合 の敦 が 實驗釣 に わか れ ば・..
.αが 測 定 可能 の 蝕 と.な.りiltn.II}fo又匿 ノ垢 ・'・1「eが1奪:.
想 され る・'
・瑚 萌 .と4羅 々⑳ ・ に禁 け.6ξ}と'と の開:
係 が上 式 ま り裕 られ,之 を貿 に セ あち は せ ば 之等 め
關働`臆 とな ・・最.も多.ゆ.㎞o呻?「i哩eme嘩
が 作.る分子 の撚 をll皿・・Eすt・tt,之は.(3勘κ儕
・〉雷q.を'に つ ・'下噺 て 騨 オし・6・一
価 臨r-1'且o瓢‡7a)+(iノ解十≠12)
×{i一レー …}
価 觚 と'÷1と 「り:齲係 よ 払.醇 苺合 が 完威 に近 づ.







































































や ド コ ヒ ロ 　 コ




















鹽 .・tt`水と他 の 酵 嬢 とAの 陽 子 の勇 靤
=L・..S・Gtlss及,!:M・.翼`■ltheff,ノ1.4雇
ご厩 ・亀 畝149←6(蜘)・
メ.タノ ール綬 衝洛 催 内 の酸 猿 基指 示 藁 の 研 究 に際
:.して,冰 芝.指宗 簗渾 反 膣.しない 隈 り縦 量 の 水 は 何 ら












この躍 め殉 恒輿 して
Kl,重璽面 ・+司』oaH■{戸
イ …ひゾ張度 が 謎巨?監'こ弱 いi'.ら,.旦1(jllk+.と.1{aO"イ
オン の 活勧 係 厳 を筋 しい.と.考ヘ ゴ 水 の量 が 少 し・か ら






I毒 酸め灘 ξをc.とtoば:c註c恥oゆ十CbOll9華 唱




に略 メタ ノー 鋤 嬢 基性 最 大 で あ 畢・更 に,かL.る'
障 期.卿 嶬 の嚇 瞰 ⇔KI)・鱒 既 ざるに
と.なつた 。
メ タ ノ ー ル
ェ タ ノ ー や









91.溶 液 反 鮨 に於 け届 活 性 化 士争 画 ギー
と溶 媒 の 誘 電恒 敬 と.の爾 係
。D 、P≦E粗踏 及H・ ρ ・Jenki臨7曾〃鼠.
洞7η7ぱ」、5妙`り.56,8】8～零玉(1940冫..
'
繍 々.のb即zoi¢e5terのアル カ リ加 水 分 解 に於 い
て 壁次 の翩 係 が 見 田 さ毒した.帥 ち.
E噐Nゆ ・ ζ.Lに,ψ禺μco501r
Eは 反 慮 め 活性 化 革 ネ.ルギ ー,ψ1よ炭 案 原 子 と
Carbe【h醜yll基との瀞 電黛 濯 テ ン.シャル7N町.は.,
F謹md・μ は.diIめlomome吋で あ る.・瀞 蝶 の 異 な る
書 合 には こめ 式 は.'.
ψ=μ幅.θノ8γ ・ 閹
と して 表 は され る・鬘..は溶 蝶 の.誘電 恒批 で.ある..從 ・.
つ て,翠 と118との 面'こは 直 練的 間 係 が 晃1.llさオし.る'





を示ナ選 つて殉 越 φ酔 φ・.
伍.り 皐童の乾操:耳ci、を純.ア些メ ホル.爵媒中に





、 ブ タ ノ ー ん ・ .μ 〔圃.
1ノ醒(200(:)L三≧0180・0190・020・0220・0250・o・茎
E{ca』)11&82013・97017劔0ユ乳3301螂01翫S釦
i。、と,騨 乙_,9,,。自爾 纛 さ、誌.
廂 磁 渺 醐 破 蹴 ・K・'曙,繍晒 ノ・馴
然 るに・ ア セ トン ・水 め 瀞媒 と ア ル貫 一 ル 雰ー め 淋 媒
の 聞 で との まL上 の式 を延長 出來 ない・ これ は ア セ
ト.γ及 び ア ル=一 ル の永 との.i齪2ra乙tibpに特 異性
があ る た め'rある・勘 に次 .鱒樋 提 山.し為
.,E謂E3十E置'ε
活 性 化 工 冬ル ギ ーEl1,bo醐5鵬ch恥g.c叶rgy
1る 皇 事ルギ7で あ る・118躍0の場 合 φE書 まE"を
値 へ 己,(E.一EB)の痕 は.E&を示 ナ ・..,」「 、





Pこ・は鍵験 胆の聞 では異るオ㍉.韓 に膨 饗熱
[な
い ・一 方Ehは 溶 媒 り瞬 覚 怛敏 に驕 係 を持 ち,ρ罠」





















ERが夛階 に小さい と.き}ま・E邑塒 媒の款態1ζは
無囹俯 亡.なる・か ・る例は9HCI師cc』Φの 球2%
㊨分解笋巾性分子間の反娵があ.臥声 れ 今の反摩は
氣相セも瀞液セも同 じ}吻}値を示す・.濬媒がEに 鋼
吩 砂 はbE・鹹 雷嬢 …を書物 場合で イ.オ液




















此の衷に於いて.・の 耳 の購鰍 酢E・+曝 の
求κ:て示さ.れ.δことが謬め.られた・(八 木)
g2、累精 分 子膜 と水 の慕 發'




31,17.19(.【927)〕等 ゆ硼 竃に依 れ ば,水 面 の 一 分 子膜
ぱ 水 死》蒸 發 を著 し く抑 制 陰 しない と云 ふ事 に な.つて ・
居 る・ そ.しで そ の 理 由 は甲 分 子膜 に 依 己蒸 襲抑 制 郊
, .果(蔽壷 遖度 の遯 敏).は水 分子 の 空 氣 中 の 分子 に對 ナ
椨 突 に 嘸 嫡 蘇 と同 躍 度.であ 砂 らで あ る
と考 へ られ て 居 る・ 但 し,㏄匡y1.alooh61.・Po¢t副eeyl
母Qnhplの嶋 合 ぱ 例 外で1と れ ら.の一 分 子膜 は 著 しく
.水の蒸 湲 を妨 げ う・
又$¢bba.&1巽Brbcoe〔1=伽.Sり嘘.,106(1940)〕
の最 近 の 研突 に 依オし`郵 臆縮 ざれ た 肖 分 子膜 は 町 成
.卩
,蒸 凄 を妨 げ る ら しい ・ 又減 磨 油 を.厚,びる と最 初
の干 渉 色 を塁 ナ δ羅曜 の薄 瑛 で は 蒸 發 抑 制 〔甥 瞬は儀
贋陛..しく1士ない が,も つ と..ζの映 を厚 く し.て行 く と,
幽次 第 に 妨 害が 著 し くな つ て來 る
.と云5頑 で あ う.・
扨 署 者 は30.う～5.μ.織犀 の 辱 さの ノぐヲ.フィ ン潮 の.
薄膜 た 就 も こ.め現 象 を骭 究 し.て見 禿.そ φ 動轡 は,.
才 一ス トヲ.り吶 部 磯 燥 圸 馴 訂id・觚1.鯲 け









ず る事 は容 易 に わ か つ た.薄 膜 をつ 、くるめ.には」
boi…cd.h?5艦6己oi1,箪tan舜..b尊,.匚聯 吟}nthoil瀬こ`まhigh
㎞i】i・g.転蜘 鵬f。 ・ゆP応.・ 噂 を 曲1巴卿 ・血 ・
.噸剛50醐鉢 鱸 し≒疹 を.肋た覧・州
の抽の簿膜隆‡可戊鞍 定な.ものであ.δあ 働 藤 蕚,.
ア加r畷 をバラフィ 病 溌か した.ものを,慨う





V・tica1唖咄 訂のm… 瞬・i1.り龍 頒 瀧 脚
.る.とα5～1μ.の薄膜で白9%遑永め蒸黶が抑制された.
岱 しどう云ふわけムよくわオ・.らな》・が,との蘓の
油の綴 の安鍍 瞬 常によ・・..と膨蹴 へなへ 恥.
時簡と.共に不安定にな つて桑る.ζ起醜 芥などが
あると一層促逾 さ.オしるの であつて,こ晒P雛 そ起.ら
の汕の重合反廠などが俘つて1'}るらしい・.表面に風
.継つてやると广 憚 に溶輦遼廉は僻邁さ掴 冨曹
1μ以上の薄蹊は乾燥器内で二邁閭以上、も安)こな





が6・演 鯏 驟 しT一 鯛 るのは;こρ陳の輔
オ{儀か效 ロで・す ぐ験目になζ事であ.ろ・(後膜)
95.觸 媒 φ 鶇 移現 象 とそ の活 性 .
丿・A・Hedv3u及 みw…k4謡,名 勲 忍凧 舜鯏.
・マ46・ 鋤 一8.(19弓0)・
滞者の多年の研究に依れば,多くの噛賞の化撃反.
瞰 陰そめ韓脳 に於て高跳 オ・ると云5・働 勘
て多い・籾媒として加μら樋 瓶 あ胸聴 もψ
.噂
興 で翠.くなる聯 靱 φられて櫛 ・
結品雛的に韓移貼.も有 する捺な厩蝶に於て`ま」.そ
の蹶 びその舸後のミ穐卿 濾に於て該 襟の奥な:
ζ活性セ示す可.き勸 隙 趣 湿る,
賞醸的にζの税象.牽確灘 ナるのに.ほ,狸測の間中..














































































































?一 ・-一 　 ..司卩璽 ■ 甲 マ 卩 一π .『F
、
'齟 一.・.}・,.蓼「馬 唖'






蹴 抄 鐘 Vo1.XIV
あ.る=例へば,.(1)そ.の薄移黠が胴蝶反座 を行はせる
膿 嗣 に在砂(L')ajet・t'ちらの 加 一もtr16
可く.敏速に起る.可き事(3)es容量ttなるべ く小さい
駅4唐 騨 噂 でniteftttftt・aない聯 の俸t
件丞夫々充訓 レないと明瞭な硲は.わから.ない事にな
6..ら.
締 重{ζの目的にハ;ぴた章嗣 糎 ・石英を規嬢
とす6!50里 の駛 化 反磁 で あ る..石英 は5750Cに於
て β一吻 な.う.韓移 を.行ふ 輪{知 られ て 屠 る もの で あ
つ て,そ の韓 移 に際 して..石英 鞘 畠 格 子 が蜘 際 不安 定
な・ne態;を継 過 ・チも と云…S一司辟は,kaロ国n45〔 ノLrattht



















秒 問 宛 加 熱 冷 却 を繰
































ふ頗 畝 の抄鑠参烈Oを考へ梨 理解出來碍 であ
る・(後 藤}
94。Sio;¢》酬目襞虐隍 に銭 る活 性{七
」・A・Hed抛U及0・R嘩ehagc既,ハニ跏 卿 虧 う1
28,429-30(1940).
嚢 にSiO詈 と 〔hOの 反 廠 に於 て,SiO2を豫 めq三
で 匙理 して:おく.とこ の 反甅 が.促進 さオしる事 を報.告
〔2'砺ρ聾 ¢・啄 α'η防2獅 ∫237(1940)〕した が,
こ の事 實 はrA』03鴨4.A】=03やTio些為nata5)一・
Tio2(Rutil}の壊 な憂 態 遘程 に 封 して,Hqガ スが
署 しい 促 進作 湘 を† る と芸 』℃事 實 〔}1証ヒig,.Ko1LZL,
88,2了4,89,202(1939)〕に.も麗 聯 ナ る もゐで あ る..
・上 記 の酸 化 物 は 聾 通 .Cl2や.宜C且.と飫 浬 度 で は反 應
しない拷 へら縦 鵬 酌 脇 粧1払 粋 ギー

























2 3 上 !aI 1. ・}・一 冖 一 馳.・
7Ω0. 6.8 7.3・ 7.4 5.8 6。=監 8.6 一 一 一 　 一 一
.
脚 9.2▼ 10.S' 17,4
F
「
串60 10.0 17.6.一 一. } 一 一 由
goo. 13。3 15,9 19馴 聯 u.4 25.2 16,7.23.0= 37.7 18.2 26。5 45.5

































にも}恐'tjく.同椡 謡 醜 のでbら うと萋鰓 諏 る1・
碕子製邉に關ナる古法に1硅黄を煎蒸 しなが.ら行
ふ と云ふ事が云診ひ偶にへ.られ'て居るオ㍉ こオしもSO2.や
$q…の 爲 に・、SiQ・㊧袈 画 が影 寥 綬 け る と も考 へ
られうから,こんな事に.は何か合現的な 帳據がある
の癌 螂 ない・ 、・(後 藤)
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有 機 髭 原子 價 觸 媒(旺a叩t鴨】en2K飢alysaヒ【,りあ 一
.般的 性 質6欺 の 如 き鞭 で あ 弔・6}外 ど も二 脚
反陰迯程よリ成る.從っ七最 も遲い過褪を従匙す蕁』
臆 い・⑭ 櫛 の活性燗 の活齢 作,1,は倍加酢








の組 がある.ハ ・ゲン,メチル,ア ミ.ノ基等と..葺卜





1≠㎞ 卵 虫 るが空歙 は・.チレン青によ.幣易
に.15a㎞に.もど.り,毒び反塵に與6・.㎞t山の溢性
、
















































即 嬉 曜 擲 ζは …一α 期 翼 畏 .《活 性化 し・遭 嘘.1・・
一M{一cOCH3.ぼ螻.く不橘 権 化 ナ う.・5・渦 瞰 は 除.り
作 用 が な い.
次 に種 々 の瀞 媒 中 腫て 檢 し.たが,そQ結 果1‡次 表
























1かLき瀞 媒 作 用 の差 に 鹽 基 のナ.ロトシ 親 和 力 に よ る
もり と思 は れ き..● ・.





















電一 一剛 一.h再 甲 一 一 ・ " ・'叺' 斷塘
.'






















h叫ge1畢tihopをHlひた・ これ等 の 親 水 ゾや は・ 悉
く同鯉匿に高い位の 透竃餌激を有 してゐ.ないで夫々
異つて ゐる・透電恒数が.最高のNaムr碑bi罰㌶.ρゾ
ルのξセルの表面は報 くイオ.ン化 剖 レて南乙に反し9
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